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総合問題Ⅱ 受検番号  【1 枚目】 

 

 

 

 

 

１ 次の図は、12 人の生徒が受けた 10 点満点のテストの結果を、横軸を点数として箱ひげ図

にまとめたものである。平均値をｍ点とするとき、ｍの値として考えられるもののうち、最大と

なる値、最小となる値をそれぞれ小数第２位まで求めなさい。ただし、割り切れない場合は、小

数第３位で四捨五入しなさい。 

 

  

                                         

       １  ２    ４     ６         10   (点) 

 

 

 

２ 太郎さんはスケートボードで坂の途中のスタートラインＡから滑走を始めた。その何秒後

かに、レール上を一定の速さで動くカメラがスタートラインＡから太郎さんを追いかけた。太郎

さんが滑走を始めてから４秒後にカメラは太郎さんに追いつき、８秒後に太郎さんに追いつかれ

た。 

 

 

 

 

 

図のように、スケートボードに乗った太郎さんとカメラをそれぞれ直線上の点Ｐ、点Ｑとみな

し、点Ｐがスタートしてから 𝑥  秒間に 𝑦 ｍ 進むとしたとき、      の関係式が成り立つもの

とする。このとき、次の１と２の各問いに答えなさい。 

 

 

 

 

１ カメラ(Ｑ)の速さを求めなさい。単位はｍ/秒を用いること。 

 

２ カメラ(Ｑ)は太郎さん(Ｐ)が滑り始めてから何秒後にＡを出発したか、求めなさい。 

* 答えは、全て、解答用紙の決められた欄に書き入れなさい。 

* 答えに根号が含まれる場合は、根号を用いた形で表しなさい。 

* 問題用紙は３枚、解答用紙は２枚あります。 

注意 
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レール カメラ 

３ １辺の長さが６の正三角形ＡＢＣがある。次の１と２の各問いに答えなさい。 

 

１ 図１のように、正三角形ＡＢＣの内部に異なる２点ＰとＱをと

る。辺ＡＢ、辺ＢＣ上にそれぞれ点Ｒ、点ＳをＰＲ+ＲＳ+ＳＱの

長さの和が最小となるようにとった。点Ｒ、点Ｓの位置を定規と

コンパスを用いて作図しなさい。ただし、定規は直線を引くとき

に使い、長さを測るためには利用しないこと。また、作図に使っ

た線は消さずに残しておくこと。 

 

 

 

 

２  図２のように、正三角形ＡＢＣの内部にある点Ｐから各辺に 

垂線ＰＤ、ＰＥ、ＰＦをおろす。点Ｐがどこにあっても、長さ 

の和ＰＤ+ＰＥ+ＰＦが一定であることを証明し、その長さの和 

を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ 図の円柱において、ＣＤは底面の円の直径で、点Ｃ、点Ｄから上面

までの距離が最短となる点をそれぞれ点Ａ、点Ｂとする。図のように点Ｂ

から点Ｄまで側面にそって糸をゆるまないように巻き付けた。円柱の底

面の円周の長さを９cm、巻き付けた糸の長さを12cmとする。 

図で点Ｂと点Ｄを通る直線をℓとする。糸にそって円柱の側面を切って

開くとき、その図形を、直線ℓを軸として１回転させてできる回転体の体

積を求めなさい。 
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総合問題Ⅱ 解答用紙【1枚目】 受検番号  

１ 

４ 

cm3  
                                  

最大となる値 最小となる値 

２ 

１ 
          ｍ/秒 

 

２ 
秒後  

３  

１ 

 

 

 

 

２ 

証明 

 

 

 

 

長さの和 

※  

※印の欄には何も記入しないこと。 

Ｐ 

Ｑ 
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Ｂ Ｃ 



令和５年度 

滋賀県立膳所高等学校特色選抜総合問題Ⅱ 

正答例  その１ 

 

問題区分 正 答 例 

１ 
最大となる値  ４.７５ 

最小となる値  ４.００ 

２  

１ ３                               ｍ/秒 

２  
８

３
                      秒後 

３ 

１ 

 

  

 

 

 

 

 

２ 

証明 

正三角形ＡＢＣの面積をＳとすると、正三角形の 1 辺の長さは６であるから 

 Ｓ＝△ＰＡＢ＋△ＰＢＣ＋△ＰＣＡ 

  ＝
１

２
ＡＢ ＰＤ＋

１

２
ＢＣ ＰＥ＋

１

２
ＣＡ ＰＦ  

  ＝
１

２
6 ＰＤ ＰＥ＋ＰＦ  

 ＝3 ＰＤ ＰＥ＋ＰＦ  

ゆえに  ＰＤ＋ＰＥ＋ＰＦ＝
Ｓ

３
 

 よって、正三角形の面積Ｓは一定であるから、 

長さの和ＰＤ+ＰＥ+ＰＦ は一定である。 

長さの和  ３ ３ 

４ 
  

５６７ ７

４
π                                         cm３ 
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